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主 な 話 題
●

特集 通年雇用化を目指して
●

札幌市の元請・下請実態調査結果
●

北海道内の公共工事請負額実績
● 札幌市が旧北海道立産業共進会場用地に整備する仮称・新展示場（図

上）は、延べ床面積約2万8千㎡の規模で、事業費に約262億円を見込ん
でいます。大林組を代表者とするグループが設計・建設・運営を担い、
2025年9月に着工します。2027年6月に完成すると白石区流通セン
ターにあるアクセスサッポロ（写真下）の後継施設として活用されます。



札
幌
商
工
会
議
所
や
（
一
社
）

北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会

札
幌
支
部
、（
一
社
）札
幌
建
設
業
協

会
、連
合
北
海
道
石
狩
地
域
協
議
会
、

北
海
道
石
狩
振
興
局
、札
幌
市
の
6
団

体
で
組
織
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労

働
者
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
」
は
、

2
0
0
7
年
8
月
に
発
足
し
、厚
生
労

業
支
援
を
担
当
す
る
支
援
員
は
多
い
年

に
は
年
間
2
千
事
業
所
を
訪
問
し
、通

年
雇
用
へ
の
経
営
者
負
担
を
低
減
す
る

通
年
雇
用
助
成
金
の
紹
介
や
さ
ま
ざ
ま

な
経
営
課
題
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。

「
支
援
員
が
企
業
訪
問
を
し
た
際
に

は
、遠
慮
な
く
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」と
話
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
度
か
ら
開
設
し
て
い
る

建
設
業
向
け
の
総
合
相
談
窓
口
「
建

設
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
」で

は
、各
種
助
成
金
の
活
用
に
よ
る
経
営

札
幌
市
内
に
お
け
る
建
設
労
働
者
の
人
手
不
足
は
、北
海
道
新
幹
線
札
幌
延

伸
工
事
や
都
心
部
ア
ク
セ
ス
道
路
へ
の
着
手
、相
次
ぐ
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
工

事
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
各
企
業
は
、人
材
の
確

保
を
経
営
上
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
有
用
な
人
材
の
定
着
を
図
る
第
一

歩
と
な
る
の
が
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
化
で
す
。「
さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働

者
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
」は
、幅
広
い
業
種
の
企
業
や
季
節
労
働
者
の

相
談
窓
口
と
な
り
、多
様
な
支
援
事
業
を
通
じ
て
、人
材
確
保
・
育
成
の
橋
渡

し
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

働
省
の
委
託
を
受
け
て
季
節
労
働
者
の

通
年
雇
用
化
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を

長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、就
労
に
関
す

る
相
談
対
応
や
求
人
情
報
の
発
信
、合

同
企
業
説
明
会
の
実
施
、職
場
体
験
実

習
な
ど
を
通
じ
て
、企
業
と
労
働
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、企

改
善
、働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
の

悩
み
に
も
中
小
企
業
診
断
士
や
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、季
節
労
働
者
向
け
に
は
、合
同

企
業
説
明
会
や
職
場
体
験
実
習
を
開
催

し
て
い
る
ほ
か
、ド
ロ
ー
ン
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
無
料
認
定
講
習
な
ど
各
種
資
格

取
得
の
支
援
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
支
援

員
か
ら
は
「
求
人
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
仕
事
に
役
立
つ
資
格
の
取
得
支

援
や
講
習
会
な
ど
を
多
数
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「気軽に連絡を」と呼び掛ける支援員たち

親身な対応を心掛けている相談窓口

安
定
し
た
雇
用
の
確
立
を
目
指
し

企
業
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト

─ 
企
業
と
労
働
者
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
に
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「企業訪問に力を入れる」と話す立花部長

さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
が
開
設
す
る
「
建
設

業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
」が
、2
0
2
4
年
度
の
業
務
を
6
月
3
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
化
に
利
用
で
き
る
通
年
雇
用
助

成
金
な
ど
の
各
種
制
度
の
周
知
や
人
材
の
確
保
に
関
す
る
相
談
に
無
料
で
対

応
す
る
な
ど
、札
幌
市
内
の
中
小
建
設
業
者
に
寄
り
添
い
、サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

建
設
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、新
分
野
進
出
や
事

業
承
継
な
ど
経
営
に
関
す
る
相
談
、人

材
の
確
保
や
育
成
、働
き
方
改
革
へ
の

対
応
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

導
入
な
ど
に
つ
い
て
、中
小
企
業
診
断

士
や
社
会
保
険
労
務
士
ら
専
門
家
に
よ

る
建
設
業
に
特
化
し
た
個
別
支
援
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
の
流
れ
は
、電
話
や
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
同
セ
ン
タ
ー
に
面
談
の
予
約

を
し
、相
談
員
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
課

題
を
確
認
し
た
後
、社
会
保
険
労
務
士

や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
課
題
解

決
に
最
適
な
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
は
毎
年
、多
く

の
企
業
に
直
接
訪
問
し
、リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
配
布
し
て
周
知
を
図
っ
て
お

り
、毎
年
、利
用
で
き
る
助
成
金
の
有
無

や
雇
用
確
保
に
関
す
る
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、冬
場
の
仕
事
が
少
な
く
や

む
を
得
ず
季
節
雇
用
に
し
て
い
た
従
業

員
を
、仕
事
が
増
え
て
き
た
の
で
通
年

雇
用
に
切
り
替
え
た
い
と
い
っ
た
場
合

に
は
、通
年
雇
用
助
成
金
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、行
政

的
な
手
続
き
に
戸
惑
う
企
業
も
あ
る
た

め
、丁
寧
な
説
明
で
円
滑
な
利
用
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
を
務
め
る
東
京

商
工
リ
サ
ー
チ
北
海
道
支
社
情
報
部

の
立
花
克
則
部
長
は
「
創
業
間
も
な

い
企
業
な
ど
は
、通
年
雇
用
に
し
た
く

て
も
業
績
が
安
定
せ
ず
踏
み
切
れ
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
が
て
通

年
雇
用
化
を
図
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、

活
用
で
き
る
助
成
金
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
い
て
も
ら
う
た
め
に
、企
業

訪
問
を
続
け
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

こ
れ
ら
相
談
事
業
の
ほ
か
に
も
、建

設
業
の
2
0
2
4
年
問
題
と
も
言
わ
れ

る
「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
」へ
の

対
応
、若
者
を
引
き
つ
け
る
求
人
票
の

書
き
方
な
ど
実
践
的
な
勉
強
会
、著
名

な
有
識
者
に
よ
る
講
演
会
な
ど
も
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、こ
う
し
た
席
で
自

社
の
課
題
の
把
握
、業
務
の
改
善
な
ど

に
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

建
設
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

経
営
課
題
に
的
確
な
支
援
を
提
供

《 お問い合わせ》

建設業チャレンジ支援センター事務局
利用時間 9：00～17：00（土・日・祝日、年末年始を除く）

電　 話 011-213-1647 ／ FAX. 011-213-1648

E-mail sapporo-kisetsu＠tsr-net.co.jp
［所在地］札幌市中央区北4条西5丁目1  アスティ45  10階

㈱東京商工リサーチ北海道支社内
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2
0
2
2
年
度
か
ら
調
査
し
て
い
る

「
手
形
の
割
引
料
等
の
コ
ス
ト
負
担

の
協
議
」
に
つ
い
て
は
、元
請
企
業
の

47
・
6
％
、下
請
企
業
の
31
・
5
％
が

「
協
議
し
た
」と
答
え
、と
も
に
10
㌽
以

上
増
え
ま
し
た
。

完
成
後
の
下
請
代
金
の
支
払
い
・
受

領
期
間
に
つ
い
て
は
、「
30
日
未
満
」と

の
回
答
が
元
請
企
業
で
51
・
1
％
、下

請
企
業
は
52
・8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

札
幌
市
の
2
0
2
3
年
度
市
発
注
工
事
に
関
す
る
元
請
・
下
請
関
係
の
実

態
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
下
請
代
金
の
支
払
い
・
受
領
に
お
け
る

手
形
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
た
設
問
で
は
、元
請
企
業
が
「
現
金
の
み
」

で
の
支
払
い
と
い
う
回
答
が
5
割
を
超
え
、下
請
企
業
の
7
割
以
上
も
「
現
金

の
み
」の
受
領
と
答
え
て
い
ま
す
。
技
能
労
働
者
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、「
引

き
上
げ
た
」と
い
う
回
答
が
元
請
・
下
請
と
も
3
年
連
続
で
増
加
し
、下
請
で

は
「
引
き
上
げ
た
」企
業
が
7
割
に
迫
り
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
調
べ
た
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）の
登
録
状
況
で
は
、下
請
企
業

の
73
・
7
％
が
「
事
業
者
登
録
」を
し
て
い
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
11
月
1
日
か
ら

2
0
2
3
年
10
月
31
日
に
竣

工
し
た
土
木
、下
水
道
、建
築
の
主
要
な

3
工
種
で
、契
約
額
が
大
き
い
工
事
や

低
価
格
で
の
受
注
工
事
な
ど
か
ら
調
査

対
象
を
抽
出
し
、元
請
の
50
社
、下
請
は

1
次
下
請
2
5
0
社
、2
次
以
下
の
下

請
2
5
0
社
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方

式
で
下
請
と
の
契
約
方
法
、下
請
代
金
、

技
能
労
働
者
の
賃
金
な
ど
を
調
査
し
ま

し
た
。
回
答
率
は
元
請
企
業
94
％
、下

請
企
業
が
71
・
7
％
で
し
た
。

下
請
代
金
の
支
払
い
・
受
領
に
お

け
る
手
形
の
利
用
状
況
は
、元
請
企
業

の
55
・
3
％
が
「
現
金
の
み
」、44
・

7
％
が
「
現
金
と
手
形
」
と
回
答
し
、

「
手
形
の
み
」は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

下
請
企
業
の
回
答
は
「
現
金
の
み
」

72
・
9
％
、「
現
金
と
手
形
」25
・
4
％
、

「
手
形
の
み
」0
・
3
％
で
し
た
。
元

請
企
業
の
「
現
金
の
み
」で
の
支
払
い

と
回
答
す
る
割
合
が
3
年
ぶ
り
に
5
割

を
超
え
ま
し
た
。

手
形
に
よ
る
支
払
い
・
受
領
が
あ

る
場
合
の
手
形
の
期
間
は
、「
60
日
超

90
日
以
内
」
が
元
請
企
業
71
・
4
％
、

下
請
企
業
54
・
3
％
で
、と
も
に
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、下
請
企
業
の

23・9
％
は「
90
日
超
1
2
0
日
未
満
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

55.3%

48.9%

45.8%

51.1%

52.1%

2.1%

44.7%

51.1%

54.2%

46.8%

45.8%
2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

2019

元請企業の回答

下請企業の回答

年度

下請代金での手形利用状況について

72.9%

73.5%

72.2%

68.9%

63.1%

0.3%

0.3%

0.6%

0.8%

1.4%

25.4%

22.8%

25.4%

29.8%

32.7%

1.4%

3.4%

1.8%

0.6%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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現金のみ 手形のみ 現金と手形 無回答
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2
0
2
3
年
度
札
幌
市
発
注
工
事
の

元
請
・
下
請
関
係
実
態
調
査
結
果

─ 

技
能
労
働
者
の
賃
上
げ　
下
請
企
業
の
約
7
割
で
実
施



「
60
日
未
満
」
と
い
う
回
答
を
合
わ
せ

る
と
、元
請
企
業
・
下
請
企
業
と
も
に

95・8
％
に
上
り
、過
去
5
年
で
最
高
と
、

早
期
支
払
い
の
傾
向
が
進
ん
で
い
ま
す
。

下
請
代
金
の
支
払
い
・
受
領
形
式
に

つ
い
て
は
、元
請
企
業
で
は
「
出
来
高

払
い
と
完
成
払
い
」が
61・7
％
、「
出

来
高
払
い
の
み
」が
36・2
％
で
、「
完

成
払
い
の
み
」
が
2
・
1
％
で
し
た
。

一
方
、下
請
企
業
で
は
「
完
成
払
い
の

み
」
が
10
・
9
％
あ
り
、「
出
来
高
払

い
と
完
成
払
い
」
が
51
・
7
％
、「
出

来
高
払
い
の
み
」が
35
・
8
％
で
し
た
。

下
請
契
約
の
方
法
は
、下
請
契
約
書

の
締
結
や
、基
本
契
約
書
と
注
文
書
・

請
書
を
交
わ
す
な
ど
の
「
書
面
に
よ

る
契
約
」
が
元
請
企
業
で
1
0
0
％
、

下
請
企
業
で
95
・
2
％
を
占
め
て
い
ま

す
。下

請
代
金
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
元
請
と
下
請
の
協
議
」
が
元
請
企
業

で
68
・
1
％
、下
請
企
業
で
66
・
2
％
、

「
下
請
か
ら
の
見
積
も
り
」
が
元
請
企

業
29
・
8
％
、下
請
企
業
29
・
1
％
に

な
り
、「
元
請
か
ら
の
一
方
的
な
金
額

決
定
」は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

技
能
労
働
者
の
賃
上
げ
実
施
済
み

3
年
連
続
で
増
加

技
能
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、元
請
企
業
の
63
・
8
％
、下
請

企
業
の
68
・
9
％
が
「
引
き
上
げ
た
」

と
回
答
し
、3
年
連
続
で
増
加
し
ま
し

た
。「
今
後
引
き
上
げ
る
予
定
」
と
回

答
し
た
企
業
も
元
請
で
8
・
5
％
、下

請
だ
と
19
・
8
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、「
引
き
上
げ
て
い
な
い
」企
業
は

元
請
で
8
・
5
％
、下
請
で
6
・
5
％
に

と
ど
ま
り
、人
手
不
足
や
公
共
工
事
の
設

計
労
務
単
価
の
上
昇
傾
向
に
伴
い
、技

能
労
働
者
の
待
遇
改
善
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。

「
引
き
上
げ
て
い
な
い
」企
業
の
理

由
と
し
て
は
「
既
に
相
場
よ
り
高
い
ま

た
は
同
程
度
の
水
準
で
賃
金
を
支
払
っ

て
い
る
」
と
い
う
回
答
が
元
請
企
業
で

1
0
0
％
、下
請
企
業
で
73・9
％
あ
り
、

こ
れ
ら
の
企
業
も
賃
上
げ
済
み
で
あ
る

と
し
た
場
合
、賃
上
げ
に
取
り
組
む
企

業
の
割
合
は
元
請
1
0
0
％
、下
請
が

98
・
2
％
に
達
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
4
月
か
ら
義
務
化
さ
れ

た
10
日
以
上
年
次
有
給
休
暇
を
付
与
す

る
労
働
者
に
対
す
る
5
日
の
休
暇
取
得

に
つ
い
て
は
、元
請
企
業
で
「
取
得
さ

せ
て
い
る
」
が
1
0
0
％
に
な
り
ま
し

た
。下
請
企
業
は「
取
得
さ
せ
て
い
る
」

92
・
4
％
と
前
年
度
よ
り
10
㌽
近
く

改
善
し
、「
取
得
さ
せ
て
い
な
い
」
が

7
・
6
％
で
し
た
。

今
回
初
め
て
調
査
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

（
技
能
者
の
資
格
や
現
場
で
の
就
業
履

歴
な
ど
を
登
録
・
蓄
積
し
、能
力
評
価

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
）
の
取
組
状
況
は
、

就
業
履
歴
を
蓄
積
す
る
た
め
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
現
場
に
「
整
備
し

て
い
る
」元
請
企
業
は
40
・
4
％
、「
整

備
し
て
い
な
い
」
が
34
％
、「
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
に
加
入
し
て
い
な
い
」
が
25
・
5
％

で
し
た
。
下
請
企
業
で
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
「
事
業
者
登
録
し
て
い
る
」
が
73
・

7
％
に
上
り
、「
登
録
を
検
討
し
て
い

る
」
が
11
・
7
％
と
な
り
、「
登
録
す

る
つ
も
り
は
な
い
」
は
4
・
5
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

元請企業の回答

下請企業の回答

技能労働者の賃金引き上げについて

63.8%

59.6%

50.0%

46.8%

64.4%

8.5%

14.9%

8.3%

14.9%

8.3%

8.5%

2.1%
2.1%

4.2%
6.4%

2.1%

19.1%

23.4%

35.4%

31.9%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

2019年度

68.9%

55.1%

49.1%

36.4%

56.4%

19.8%

28.3%

27.7%

19.8%

21.9%

6.5%

9.4%

15.2%

8.3%

10.4%

4.0%
6.0%

6.4%

3.6%
6.8%

0.8%

1.1%

1.5%

32.0%

4.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

2023年度

2022年度

2021年度

2020年度

2019年度

引き上げた 今後引き上げる予定 引き上げていない 該当者がいない 無回答
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札
幌
市
は
、厚
別
区
に
あ
る
新
さ
っ
ぽ
ろ
わ
か
ば
小
学
校
と
青
葉
中
学
校
を

改
編
し
て
新
設
す
る
仮
称
厚
別
南
・
青
葉
地
区
義
務
教
育
学
校
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
ま
と
め
ま
し
た
。
厚
別
南
7
丁
目
9
の
1
の
小
学
校
敷
地
内
に

新
た
な
校
舎
棟
を
増
築
し
た
後
、既
存
校
舎
を
改
修
す
る
方
針
で
す
。

2
0
2
5
年
度
に
実
施
設
計
を
終
え
、2
0
2
6
年
度
に
増
築
棟
に
着
工
、増

築
棟
竣
工
後
の
2
0
2
8
年
春
か
ら
小
学
校
の
既
存
校
舎
の
改
修
に
入
り
、

2
0
2
9
年
春
に
小
中
一
貫
教
育
の
義
務
教
育
学
校
を
開
校
し
ま
す
。

増
築
す
る
新
校
舎
棟
は
、3
階
建

て
で
、普
通
教
室
11
室
、図
書

室
等
の
特
別
教
室
3
室
の
ほ
か
、新
た

に
第
2
屋
内
運
動
場
や
給
食
調
理
室
、

児
童
会
館
な
ど
を
併
設
し
ま
す
。
各
階

に
渡
り
廊
下
を
設
け
て
、1
9
7
8
年

に
建
設
し
、2
0
1
9
年
に
大
規
模
改

修
を
行
っ
て
い
る
新
さ
っ
ぽ
ろ
わ
か
ば

小
学
校
の
現
校
舎
に
接
続
し
ま
す
。

増
築
棟
が
完
成
し
た
後
は
、現
校
舎

を
改
修
し
て
音
楽
室
2
室
、職
員
室
な

ど
管
理
諸
室
を
再
整
備
す
る
ほ
か
、普

通
教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

既
存
の
屋
内
運
動
場
は
そ
の
ま
ま
第
1

屋
内
運
動
場
と
し
て
利
用
す
る
予
定

で
す
。

既
存
棟
と
増
築
棟
に
囲
ま
れ
た
場
所

は
、既
存
プ
ー
ル
を
解
体
し
、「
低
学

年
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
」を
整
備
し
ま
す
。

新
さ
っ
ぽ
ろ
わ
か
ば
小
学
校
の
敷
地

か
ら
、札
幌
恵
庭
自
転
車
道
線
を
挟
ん

だ
向
か
い
、厚
別
区
青
葉
町
10
丁
目
1

の
1
に
所
在
す
る
青
葉
中
学
校
の
校
舎

な
ど
は
1
9
8
1
年
の
建
設
で
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
解
体
し
、跡
地
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
整
備
し
ま
す
。

基
本
・
実
施
設
計
は
、建
築
主
体
が

岡
田
設
計
（
本
社
・
札
幌
）、設
備
は

真
紀
設
備
設
計
事
務
所
（
同
）が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

当
初
は
、2
0
2
4
年
度
に
実
施
設

計
を
終
え
、2
0
2
5
年
度
か
ら
着
工

し
、最
短
で
2
0
2
7
年
4
月
の
開
校

を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、建
設
工
事

現
場
に
お
け
る
週
休
2
日
制
の
厳
格
化
、

近
年
の
資
材
、燃
料
、人
材
の
不
足
や
物

価
上
昇
に
加
え
、北
海
道
新
幹
線
延
伸
、

千
歳
市
の
半
導
体
関
連
工
場
建
設
等
の

大
型
工
事
の
発
注
が
重
な
り
、準
備
期

間
や
資
機
材
の
納
期
な
ど
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
進
め
方
は
、2
0
2
5
年

度
に
プ
ー
ル
棟
や
物
置
を
解
体
し
、

2
0
2
6
〜
2
0
2
7
年
度
で
増
築
棟

の
新
築
工
事
、2
0
2
8
年
度
に
既
存

小
学
校
の
内
部
改
修
工
事
を
終
え
て
、

2
0
2
9
年
度
に
義
務
教
育
学
校
を
開

校
す
る
と
と
も
に
、中
学
校
の
解
体
と

低
学
年
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
ま
す
。

中
学
校
跡
地
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は

2
0
3
0
年
度
以
降
の
見
通
し
で
す
。厚別南・青葉地区義務教育学校の完成イメージ

2024年6月号 6

厚
別
南
・
青
葉
地
区
義
務
教
育
学
校
新
設

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
と
ま
る

─ 

2
0
2
9
年
度
開
校
を
予
定



北
海
道
建
設
業
信
用
保
証
が
ま
と
め
た
2
0
2
3
年
度
公
共
工
事
請
負
額

に
よ
る
と
、道
内
の
請
負
額
は
2
0
2
2
年
度
の
約
８
，８
２
６
億
円
を
、12
％

上
回
る
9
，9
1
5
億
円
と
、2
0
0
6
年
度
以
降
最
高
の
水
準
と
な
り
ま
し

た
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）の
北
海
道
新
幹
線
建
設
工
事
が
、ト
ン

ネ
ル
と
高
架
橋
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
を
含
む
独
立
行
政
法
人
等
が

63
％
の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
地
域
別
に
見
て
も
、石
狩
や
渡
島
・
檜
山
、後

志
な
ど
新
幹
線
工
事
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
の
伸
び
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

発
注
機
関
別
に
見
る
と
、独
立
行

政
法
人
等
が
63
％
、
市
町
村

23
％
、そ
の
他
が
21
％
と
高
い
伸
び
率

を
示
し
て
い
ま
す
。
独
立
行
政
法
人
等

は
、Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
に
加
え
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東

日
本
の
道
東
道
4
車
線
化
な
ど
に
よ

り
、1
，4
9
5
億
円
と
一
気
に
増
加
し

ま
し
た
。
総
額
に
占
め
る
割
合
も
15
％

と
、2
0
2
2
年
度
の
10
％
か
ら
大
き

く
拡
大
し
ま
し
た
。
市
町
村
や
そ
の
他

地
域
別
に
見
る
と
、石
狩
、胆

振
・
日
高
、宗
谷
な
ど
8
地
域

で
2
0
2
2
年
度
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
石
狩
は
34
％
増
。
新

幹
線
工
事
に
加
え
、駒
岡
清
掃

工
場
更
新
事
業
（
1
9
3
億

円
）、道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

焼
却
施
設
建
設
（
52
億
円
）な

ど
廃
棄
物
処
理
施
設
が
伸
び
を

支
え
ま
し
た
。
胆
振
・
日
高
は
、

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
新
中
間
処

理
施
設
建
設
（
1
1
1
億
円
）、

白
老
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

改
築
Ⅰ
期
（
29
億
円
）な
ど
の

大
型
建
築
の
着
工
に
よ
り
高
い

伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
宗
谷
は

稚
内
市
庁
舎
建
設
（
30
億
円
）、

釧
路・根
室
も
国
浄
水
場
土
木・

建
築
2
工
区
（
14
億
円
）、根

室
市
新
庁
舎
等
整
備
（
19
億

円
）
な
ど
、新
幹
線
工
事
が
進

む
地
域
以
外
で
は
、土
木
が
伸

び
悩
む
中
、建
築
が
伸
び
の
主

要
因
と
な
っ
て
い
る
状
況
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、廃
棄
物
処
理
施
設
や
庁
舎
新
築
な

ど
、大
型
建
築
工
事
が
増
額
の
要
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
照
的
に
北
海
道
開
発
局
や
北
海

道
森
林
管
理
局
、北
海
道
防
衛
局
な
ど

で
構
成
す
る
国
は
2
0
2
2
年
度
比

7
％
減
と
な
り
、総
額
に
占
め
る
割
合

も
26
％
と
、国
、道
、市
町
村
の
主
要
発

注
機
関
で
、市
町
村（
31
％
）を
下
回
り
、

首
位
の
座
を
明
け
渡
し
ま
し
た
。

16,255

14,537

11,977

11,125

10,117
9,366

8,701 8,456

9,281

8,139

7,333
7,666

9,405
8,623

7,632

8,657 8,746 8,466 8,487

9,750 9,531
8,826

9,915

（単位：億円）

全道の2001年度以降の工事請負額推移

20
01
年
度

20
02
年
度

20
03
年
度

20
04
年
度

20
05
年
度

20
06
年
度

20
07
年
度

20
08
年
度

20
09
年
度

20
10
年
度

20
11
年
度

20
12
年
度

20
13
年
度

20
14
年
度

20
15
年
度

20
16
年
度

20
17
年
度

20
18
年
度

20
19
年
度

20
20
年
度

20
21
年
度

20
22
年
度

20
23
年
度
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2
0
2
3
年
度
公
共
工
事
請
負
額

12
％
増
の
9
，9
1
5
億
円
に

─ 
新
幹
線
と
大
型
建
築
が
伸
び
を
支
え
る　
北
保
証
ま
と
め



北
海
道
開
発
局
は
、2
0
2
4
年
度
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
・
ｉ
-Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
建
設
業
等
の
働
き
方
改
革
実
施
方
針

を
策
定
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
4
月
か
ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、働
き
方
改
革
と
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
の
一
層
の
普
及
と
推

進
を
実
現
す
る
た
め
、新
規
の
取
組
や
施
策
の
拡
大
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
工
事
（
土
工
）
に
つ

い
て
、こ
れ
ま
で
発
注
者
指
定
型
は
予

定
価
格
25
億
円
以
上
、施
工
者
希
望
Ⅰ

型
は
16
億
円
以
上
ま
た
は
土
工
量
1
万

㎥
以
上
と
し
て
い
ま
し
た
が
、施
工
者

希
望
Ⅰ
型
の
土
工
量
を
5
千
㎥
以
上
に

拡
大
し
ま
す
。
道
内
の
格
付
け
等
級
Ｂ

ラ
ン
ク
企
業
に
よ
る
活
用
促
進
の
た
め
、

施
工
者
希
望
Ⅰ
型
の
適
用
を
拡
大
す
る

ほ
か
、設
計
と
施
工
で
円
滑
な
デ
ー
タ

受
け
渡
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、両
プ

ロ
セ
ス
間
の
受
け
渡
し
ル
ー
ル
を
整
理

し
ま
す
。

働
き
方
改
革
実
施
方
針
で
は
、時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
適
用
を
念
頭
に
働

き
方
改
革
の
推
進
と
担
い
手
の
確
保

に
向
け
、土
日
休
日
な
ど
週
休
2
日
の

「
質
の
向
上
」を
図
る
た
め
、新
た
な
対

応
と
し
て
、月
単
位
の
週
休
2
日
推
進

に
向
け
た
補
正
係
数
の
新
設
や
、完
全

週
休
2
日
（
土
日
）の
実
施
企
業
へ
の

工
事
成
績
加
点
措
置
な
ど
を
講
じ
ま
す
。

時
間
外
労
働
へ
の
対
応
で
は
、現
場

の
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
工
事

書
類
の
簡
素
化

を
積
極
的
に
進
め

ま
す
。
同
局
で

は
、工
事
書
類
の

簡
素
化
方
法
や

削
減
可
能
な
工

事
書
類
を
紹
介
す

る
な
ど
の
「
工
事

書
類
の
簡
素
化
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
作

成
。
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
情

報
共
有
シ
ス
テ

ム
）
を
活
用
し
た

書
類
の
原
則
電
子

化
や
作
成
・
添
付

不
要
な
書
類
の
明

確
化
、検
査
書
類

限
定
型
工
事
の
実
施
、遠
隔
臨
場
を
活

用
し
た
確
認
作
業
の
効
率
化
な
ど
を
イ

ラ
ス
ト
や
写
真
で
分
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
す
。

2024年6月号 8

施
工
者
希
望
型
拡
大
や

設
計
施
工
者
間
の
円
滑
な
デ
ー
タ
受
け
渡
し
な
ど

─ �
開
発
局
の
2
0
2
4
年
度
「
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」と
「
働
き
方
改
革
実
施
方
針
」



女
満
別
空
港
〜
網
走
呼
人
5
7
0
億
円
、

ニ
セ
コ
〜
倶
知
安
6
4
0
億
円
を
試
算
し
新
規
事
業
化

─ 
社
整
審
道
路
分
科
会
北
海
道
道
小
委
員
会

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
北
海
道
地
方

小
委
員
会
（
委
員
長
・
高
橋
清
北
見
工
大
教
授
）
が

3
月
7
日
、札
幌
第
1
合
同
庁
舎
で
開
か
れ
、国
道
39

号
女
満
別
空
港
網
走
道
路
女
満
別
空
港
〜
網
走
呼
人

間
（
10
・
9
㎞
）
と
国
道
5
号
蘭
越
倶
知
安
道
路
ニ

セ
コ
〜
倶
知
安
間
（
11
・
7
㎞
）
の
2
区
間
を
対
象

に
新
規
事
業
採
択
時
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、い
ず
れ
も
新
規
採
択
す
る
こ
と
は
妥
当
と
判

断
し
ま
し
た
。

女
満
別
空
港
〜
網
走
呼
人
間
は
、区
間
中
に
大
空
Ｉ
Ｃ

と
網
走
呼
人
Ｉ
Ｃ
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
を
新
設
し

ま
す
。
総
事
業
費
は
5
7
0
億
円
を
試
算
し
、物
流
ル
ー
ト

の
速
達
性
や
高
次
医
療
機
関
へ
の
時
間
短
縮
、災
害
時
に
お

け
る
信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
効
果

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
事
業
化
区
間
の
費
用
便
益
比
（
Ｂ

／
Ｃ
）は
最
大
で
2
・
2
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
〜
倶
知
安
間
は
総
事
業
費
に
6
4
0
億
円
を
見

込
み
、区
間
中
に
ニ
セ
コ
、比
羅
夫
、倶
知
安
の
3
個
所
の
Ｉ

Ｃ
を
整
備
し
ま
す
。
整
備
効
果
と
し
て
は
、国
際
リ
ゾ
ー
ト

地
「
ニ
セ
コ
」へ
の
速
達
性
の
確
保
や
高
次
医
療
機
関
へ
の

速
達
性
・
安
全
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、事
業
化
に
よ
り
、新

千
歳
空
港
か
ら
ニ
セ
コ
町
市
街
地
ま
で
の
冬
季
所
要
時
間
は
、

現
在
か
ら
32
分
短
縮
し
1
3
6
分
と
な
り
ま
す
。
Ｂ
／
Ｃ
は

2
・
8
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
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用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、2
0
2
3
年

10
月
末
か
ら
、大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
本

社
・
大
阪
市
）北
海
道
支
店
が
札
幌
市

か
ら
開
発
許
可
を
受
け
、店
舗
建
設
に

向
け
た
土
地
造
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

開
発
面
積
は
約
2
，4
0
3
㎡
で
す
。

店
舗
は
、「
業
務
ス
ー
パ
ー
」
を
全

国
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
（
Ｆ
Ｃ
）展
開

す
る
Ｇ
-7
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ト
（
本
社・

神
戸
市
）
が
建
設
し
、設
計
・
施
工
は

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
が
担
当
し
ま
す
。
工

札
幌
市
北
区
屯
田
6
条
3
丁
目
の

「
ア
ベ
イ
ル
屯
田
店
」
と
「
シ
ャ
ン
ブ

ル
屯
田
店
」
の
跡
地
に
、「
ツ
ル
ハ
ド

ラ
ッ
ク
屯
田
6
条
店
」
と
仕
事
用
品
の

「
プ
ロ
ノ
屯
田
店
」
が
新
設
出
店
し
ま

す
。
オ
ー
プ
ン
は
2
0
2
4
年
11
月
末

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
琴
似
通
沿
い
の
こ
の
場
所
は
、し

ま
む
ら
（
本
社
・
さ
い
た
ま
市
）
が

「
ア
ベ
イ
ル
屯
田
店
」「
シ
ャ
ン
ブ
ル

屯
田
店
」
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
2
3
年
5
月
に
閉
店
、そ
の
後
建

物
は
解
体
さ
れ
て
更
地
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。「
プ
ロ
ノ
」
を
展
開
す
る
ハ

ミ
ュ
ー
レ
（
本
社
・
札
幌
）
は
、既
存

の
「
プ
ロ
ノ
屯
田
店
」（
北
区
屯
田
6

条
12
丁
目
6
の
1
）
の
移
転
先
と
し
て
、

こ
の
場
所
を
2
0
2
4
年
初
め
に
選
定

低
価
格
ス
ー
パ
ー「
業
務
ス
ー

パ
ー
」
が
、札
幌
市
南
区
藤
野
2
条
7

丁
目
に
2
0
2
4
年
秋
に
も
出
店
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
南
区
は
同
店
舗
の
空
白

地
で
、今
回
の
出
店
に
よ
り
、市
内
10
区

に
店
舗
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
店
舗
は
、石
山
通
沿
い
の
札
幌
中

心
部
方
面
に
向
か
う
車
線
沿
い
に
立
地
。

「
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
藤
野
店
」
の
近

く
で
、「
出
光
藤
野
Ｓ
Ｓ
」の
隣
接
地
。

店
舗
用
地
は
、月
極
駐
車
場
な
ど
に
使

「ツルハドラック屯田6条店」と「プロノ屯田店」の出店用地

し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、ツ
ル
ハ
（
本
社
・
札
幌
）

が
「
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
屯
田
6
条
店
」

を
出
店
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
建
物
は
2
棟
で
、延
べ
床
面
積

の
合
計
は
2
，0
2
4
㎡
、49
台
分
の
駐

車
場
も
整
備
し
ま
す
。

「
プ
ロ
ノ
屯
田
店
」
と
「
ツ
ル
ハ
屯

田
6
条
店
」
の
設
計
は
ア
ラ
シ
キ
建
築

設
計
事
務
所
（
本
社
・
札
幌
）、施
工

は
プ
ロ
ノ
が
エ
ス
デ
ー
建
設
（
同
・

旭
川
）、
ツ
ル
ハ
は
タ
カ
フ
ジ
興
産

（
同・札
幌
）が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
ま
す
。

2024年6月号 10

さっぽろ  ニュース  ア・ラ・カルト

まちと人が躍動する札幌圏。この地域ではさまざまな出来事と話題が提供され、それが人々の関心を集
め、それがまち全体の活気を呼び起こしています。「さっぽろ　ニュース　ア・ラ・カルト」では、そん
な「旬な」話題をご紹介します。

◦ 北区屯田にツルハドラックとプロノの店舗が出店
◦「業務スーパー 」が札幌市南区に新店舗
◦ サンケイビルが千歳市駅前の賃貸マンション取得

「
ア
ベ
イ
ル
屯
田
店
」な
ど
の
跡
地
に

「
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
ク
屯
田
6
条
店
」「
プ
ロ
ノ
屯
田
店
」

「
業
務
ス
ー
パ
ー
」が
札
幌
市
南
区
に
新
店
舗
、

「
藤
野
店
」2
0
2
4
年
秋
オ
ー
プ
ン



「
ラ
ピ
ダ
ス
」
に
よ
る
次
世
代
半
導

体
工
場
建
設
で
不
動
産
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
千
歳
市
で
す
が
、サ
ン
ケ
イ
ビ

ル
（
本
社
・
東
京
都
）
は
こ
の
ほ
ど
、

市
内
に
あ
る
既
存
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

を
取
得
し
ま
し
た
。
同
社
は
、首
都
圏

や
大
阪
市
内
で
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、北
海
道
で
も
賃
貸

事
業
を
強
化
す
る
一
環
と
み
ら
れ
ま
す
。

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
が
取
得
し
た
賃
貸
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、Ｊ
Ｒ
千
歳
駅
に
近
い
幸

町
6
丁
目
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
千

歳
郵
便
局
の
中
央
大
通
を
挟
ん
だ
向

か
い
側
に
当
た
り
、マ
ン
シ
ョ
ン
名

は
「
メ
ゾ
ン
ド
ロ
ペ
」で
す
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、9
階
建
て
の
34
戸
で
、

2
0
0
3
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
同
社

は
、2
0
2
3
年
12
月
に
前
所
有
者
か

ら
取
得
し
ま
し
た
。

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
は
、フ
ジ
サ
ン
ケ
イ

グ
ル
ー
プ
に
属
し
、グ
ル
ー
プ
の
設
立

に
関
わ
り
、初
代
グ
ル
ー
プ
会
議
議
長

を
務
め
た
故
鹿
内
信
隆
氏
は
、由
仁
町

出
身
で
北
海
道
と
の
縁
が
あ
り
ま
す
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、千
歳
市
に
本
社
を
置

く
道
内
7
空
港
の
運
営
会
社
、北
海
道

エ
ア
ポ
ー
ト
（
本
社
・
千
歳
）の
前
身
、

北
海
道
空
港
の
設
立
に
も
関
わ
り
、同

グ
ル
ー
プ
は
、長
く
北
海
道
空
港
の
株

主
で
し
た
。

仮称「業務スーパー藤野店」の建設現場

サンケイビルが取得した千歳市の賃貸マンション

期
は
9
月
27
日
ま
で
。

「
業
務
ス
ー
パ
ー
」
は
、全
国
に
1
，

0
0
0
店
舗
以
上
出
店
し
、Ｅ
Ｄ
Ｌ
Ｐ

（
エ
ブ
リ
デ
ー
・
ロ
ー
プ
ラ
イ
ス
）
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、世
界
各
国
か
ら
直
輸

入
し
た
商
品
な
ど
、多
く
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
常
温
、

冷
凍
食
品
が
中
心
で
、一
部
生
鮮
食
品

や
惣
菜
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

Ｇ
-7
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ト
は
、道
内
で

15
店
舗
の
「
業
務
ス
ー
パ
ー
」
を
Ｆ

Ｃ
展
開
し
、こ
の
う
ち
札
幌
市
内
に
10

店
舗
が
あ
り
ま
す
。
西
区
、豊
平
区
、厚

別
区
に
各
2
店
舗
、手
稲
区
、北
区
、白

石
区
、清
田
区
に
各
1
店
舗
を
出
店
し

て
い
ま
す
。

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
は
現
在
、札
幌
市
内

や
小
樽
市
内
で
ホ
テ
ル
開
発
を
手
掛
け
、

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
も
所
有
。
国
際
的

な
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
へ
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
千
歳
市
内
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の

取
得
は
、分
譲
・
賃
貸
レ
ジ
デ
ン
ス
分

野
で
北
海
道
展
開
を
拡
大
す
る
一
環
と

み
ら
れ
ま
す
。
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「
ラ
ピ
ダ
ス
」に
沸
く
千
歳
市
、

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
が
駅
前
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
取
得



連載コラム 驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い！！

認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長 新保元康

『人口減少、そして北海道の学校の今と未来』

Profile：新保 元康（しんぼ・もとやす） 
1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の小学校に37年間勤務。
4校で校長を務め定年退職後、認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長に就任、現在に至る。

▶　�「企業向けよろず情報誌  KISETSU」6月号をお届けします。2024年度第1号目の発刊となります。今号では通年雇用化促進特
集として6月から開設する建設業チャレンジ支援センターなどをご紹介しています。

▶　�6月を迎え、北海道は1年で一番緑が輝く季節となりました。家族や友人と自然を満喫する機会が増えますね。でも、昨年のよう
な猛暑だけは勘弁してほしい、と切に願っています。

企業のためのよろず情報誌　KISETSU Vol.1
発行日　令和6年6月1日　発行元　さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会　札幌市北区北24条西5丁目1番1号　札幌サンプラザ4階
ホームページアドレス　https://sapporo-kisetsu.jp/　編集協力　株式会社きたリンク

編 集 後 記

みなさんの卒業した小学校はまだ健
在ですか？
いきなり変なことを聞いてスミマセン。
僕の母校、小樽市立天神小学校は写真
の通り2018（平成30）年に閉校しまし
た。1934（昭和9）年に創立され5,790
名以上の卒業生を送り出し84年の歴史
に幕を閉じました。母校がなくなるのは
本当に寂しい。しかし、なにより子どもが
いないのですから、どうにもなりません。
北海道の小学校は激減しています。

ピークの1960（昭和35）年には2,343
校あったのが、2022（令和4）年には
966校になってしまいました。約6割の
小学校がなくなっています。北海道の人
口はピークから50万人減って、現在は
約520万人。減少は加速し、26年後の
2050年には382万人になると言われて
います。中でも子どもの人口が大幅に減
るのは言うまでもありません。いったい
この先の北海道の学校はどうなるので
しょう？
しかし、ここを逆手にとって前進しよ

う！！と、僕たちほっかいどう学は考えてい
ます。
まず、超人口減少の進む中でのまちづ

くりをもっと学び考える機会を作りたい
のです。

学校はともすると、「地域社会の課題
と切り離れた場」だったかなと感じてい
ます。ある意味、「理想を追い求める場」
でもあるのですが、もはや、そんな悠長な
ことは言ってはいられません。地域の魅
力・可能性や歴史を学ぶのはもちろん、
それを支えるインフラの意味もしっかり
学ぶ必要があります。積雪寒冷で広域
分散の北海道にとってインフラは命に関
わる問題です。安全安心な暮らしは多く
の人々の知恵と汗の成果です。人口減
少が進めば進むほど、その意味や価値
を再認識しやすくなると考えています。
次に、ICTの活用です。「隣の学校ま

で50km！」というのは珍しくないのが北
海道です。これは、今までハンデキャッ
プでしかありませんでした。しかし、今は
ICTの時代です。社会全体が情報化の
レベルをどんどん上げています。好き嫌

いに関わらず、未来はICT活用能力が
もっとも重要な学力となっていきます。国
は2019（令和元）年にGIGAスクール構
想を発表し、国費で小1〜中3まで約900
万台のタブレットPCを導入しました。す
でに1人1台タブレットを使った授業が全
国で展開されています。この環境を最も
有効に活用できるのは北海道です。AIド
リルなどを活用した学習はもちろん、ネッ
トで隣の学校の子どもとも一緒に学べる
時代です。「北海道の子どもたちのICT
活用能力はすごい！」となれば、道産子
の未来は非常に明るくなります。
NPO法人ほっかいどう学では、デジタ

ル版の北海道の教材開発のお手伝いを
進め、これをいつでも使えるプラット
フォームも夏には稼働する予定です。デ
ジタルでより明るく、強い北海道をつくる！
ここを目指して汗をかいています。

閉校の案内が見える小樽市立天神小学校 1人1台の端末を活用して詩をつくる稚内の子どもたち


